
～

1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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- 森林組合経営改善支援事業

○森林組合の健全かつ自立的な事業運営を促進するため、各組合の課題

に応じた専門家を派遣し経営改善等について診断・指導した(5組合実施)

0.20 1,748 1,748 1,666

- 林業改善資金貸付金 ○年間で3件、42,650千円の貸付を実施 0.24 80,000 42,650 80,000

- 林業就業促進資金貸付金

○(一財)長野県林業労働財団において、年間4件、2,400千円の貸付を実

施（県から財団への貸付は、財源に不足が生じなかったためなし）

0.05 3,000 0 2,500

-

-

-

-

○新規林業就業者の安定的確保（H32年度林業就業者数目標：3,000人）

○素材生産を担う高度な知識・技術と、木材流通を見据え経営感覚を持った林業就業者の育成

○林業就業者定着のための林業事業体の雇用改善・経営合理化の促進、労働安全性の向上

○林業就業者の安定的確保、生産性の向上、林業事業体の経営改善に伴う本県の素材生産量の増大（H32年度目標：750千m3）

（主な実施内容：森林組合検査、林業事業体経営改善支援、新規林業就業者確保、高度な知識・技術を有する就業者の育成　など）

-

2-3-7

林業士等養成事業

信州フォレストコンダクター活動支援事業

736 736 732

13,850 13,850

32,103 14,237 29,655

6,905 6,894

○森林組合法に基づく常例検査の実施（18組合）

○生産森林組合・入会林野の管理・経営改善のため助言・指導（2団

体）

○林業就業共同就職説明会・雇用管理者研修会等の開催(11回)

○林業労働力確保支援センターの人件費補助　等

○給付対象者10人に対し、一人あたり1,375千円ずつ資金を給

付

（決算） （当初）

 概算事業費（B（A）+C） 173,112 209,355 111,288 182,030

29年度　実施内容（実績）

○ 県内の林業労働力に係る情勢を注視しつつ、必要に応じて目標の

見直しを行いながら、林業就業者確保に向けた事業を確実に実施。

○　持続的に里山を管理するため、里山整備利用地域における活動主

体となる「里山整備利用推進協議会」に対し、地域のリーダー役となり関

係者をコーディネートする人材育成を実施。

〇　森林施業の効率化・省力化や需要に応じた木材生産を図るため、

ICT等の先端技術を利用した「スマート林業」を構築し、県内の林業の成

長産業化と森林資源の適切な管理を図る。

職員数

（人）

140,951 82,202 155,212合計 3.59

520

13,798

6,788

1,181 713 -

520 520

○林業就業者の退職金共済掛金や蜂アレルギー・振動病等の検

査・健診経費の一部を助成（120団体1,342人助成）

○林業労働災害防止のための巡回指導、労働安全衛生対策セミ

ナー等の開催（26回）

○森林・林業セミナーの開催（46日間・15人）

○林業士入門講座の開催、林業士の養成（6人）

○コンダクターが地域の関係者に対して県と連携して行う研修会等の

地域活動支援（10地域）、コンダクター連携会議の開催（1回）

0.22

0.18

0.04

0.04

0.70

0.28

908 854 972

成果指標

設定理由

①長野県森林づくりアクションプランの指標値であり、林業就業者の確保・定着状況を評価できるため

②林業就業者の定着状況を評価できるため

③長野県森林づくりアクションプランの指標値であり、林業就業者の確保・育成や林業事業体の経営改善等に伴う本県の素材生産の動向を評価できるため

（当初）

29年度 30年度

No

プロジェクト

No

- 1.64

細事業名

森林組合等活性化対策事業

目標に対する

成果の状況

○ 平成29年度の林業就業者数、新規就業者の定着率は未確定であるが、平成28年度に就業者数が減少していることから目標達成は困難

な状況。

○ 保育事業量の減少、林業事業体の経営が保育から素材生産にシフトしている等の理由により、保育作業従事者が大きく減少していること

から目標が未達成となる見込みであるが、素材生産作業従事者は増加しており、その結果本県の素材生産量も着実に増加している。

○ 素材生産量は近年増加傾向で推移しているものの、目標値設定の際に増加要因として見込んでいた信州F・POWERプロジェクトについ

て、製材施設の生産調整遅延等から目標到達できなかった。

○ 製材施設の生産は円滑化しているとともに、発電施設は2020年10月稼働予定であり、同プロジェクトを契機に、県内林業・木材産業のより

一層の振興を図っていく。

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

○ 林業就業者数の減少傾向に歯止めがかからない現状。

○また、里山では不在村所有者森林増加等で森林管理の空洞化

が一層深刻さを増しており単に整備を行う人材だけでは、県民に身

近な里山整備が進まない現状。

〇 森林資源は充実するも、現況では林業の収益性は低く、森林資

源の効率的な利用が進んでいないため、森林施業の効率化・省力

化や需要に応じた木材生産ができる林業事業体等の育成が必要。

 概算人件費 （Ｃ）
42,373 42,102 29,086 26,818

概　算

人　件

費

 職員数（人） 5.12 5.32 3.59 3.31

234,902 57,626 111,823

30,651

③

 決　　算　　額（B） 130,739 167,253 82,202

当初予算 221,150 278,549 140,951 155,212

前年度繰越 0 0 0 0

No

29年度

達成状況成果目標値

28年度末成果指標 27年度末

目指す姿

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度29年度29年度29年度 30年度30年度30年度30年度 指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況

予

算

額

合計（A) 141,633 279,530 87,401 155,212

補正予算 -79,517 981 -53,550

①

Aの

財源

　一般財源 11,433

現状

(予算編成時)

○本県の森林が育てる時代から利用する時代を迎え、搬出間伐等による素材生産の本格化、県産材供

給体制の整備等により、素材生産量は着実に増加する一方で、林業就業者数は減少傾向にある。

○林業就業者の雇用は、林業作業の季節性や事業主の経営基盤のぜい弱性により必ずしも安定して

おらず、労働災害発生件数は減少しているものの発生率は全産業平均の約12倍と高い。

29年度決算額 82,202 千円

職員数 3.59 人

施策の

総合的展開

１－４　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり　　１　林業再生の実現

事業番号 10 02 02 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

ringyo@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト

事　業　名  林業就業者確保・育成及び林業事業体支援事業 林業就業者確保・育成及び林業事業体支援事業 林業就業者確保・育成及び林業事業体支援事業 林業就業者確保・育成及び林業事業体支援事業

部局 林務部 課・室 信州の木活用課

実施期間 S48 E-mail

２　農山村産業クラスター形成プロジェクト

林業労働力対策事業

林業就業支援事業

林業就労条件整備促進事業

林業労働災害防止対策事業

林業就業者数(人)

新規林業就業者の

1年定着率(％)

素材生産量(千m3)

11,498 12,900 12,738

　国庫支出金 40,571 33,130 16,875

　県　債 0 0 0 0

②

　その他 89,629

集計中

(10月)

集計中

(10月)

541

1,789

80.6

501

2,550

前年度

より向上

643

1,648

80.4

498 未達成

- スマート林業構築普及事業 0 0 15,830

-

里山整備利活用地域リーダー育

成事業

0 0 2,751

1/1
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

10 02 02

27年度 28年度

森林組合等活性化対策事業

森林組合、生産森林組合等に対す

る検査・助言・指導

直

接

○森林組合法に基づく常例検査の実施(18組合)

○生産森林組合・入会林野管理団体の管理・経営改善

のため助言・指導(2団体)

○森林組合法に基づく常例検査の実施(18組合)

○入会林野管理団体の管理・経営改善のため入会林野

コンサルタントを派遣しての助言・指導(2団体)

計画通り

○

250 376 908 908 854 1-4,1 10-02-02

林業労働力対策事業

林業就業者確保、林業事業体支

援、林業労働力確保支援センター

の運営支援

補

助

金

○林業就業者確保、林業事業体合理化のため、共同就

職説明会・雇用管理者研修会等を開催(7回)

○林業労働力確保支援センターの人件費補助

○林業イメージアップのためのリーフレット作成

○共同就職説明会・雇用管理者研修会等を開催(11回)

○林業労働力確保支援センターの人件費補助

○リーフレット作成配布

計画通り

○

7,590 6,550 6,877 6,877 6,866 1-4,1 10-02-03

林業労働力対策事業

林業事業体経営基盤強化並びに雇

用管理の改善計画の認定

直

接

○事業の効率化と雇用管理体制の改善を一体的に行う

事業体を認定(H29更新予定7事業体)

○事業の効率化と雇用管理体制の改善を一体的に行う

事業体を認定(H29新規・更新６事業体)

計画未満

△

28 28 28 28 28 1-4,1 10-02-03

林業就業支援事業 林業就業に必要な資金給付

直

接

○林業就業者確保のため、林業大学校の学生に林業就

業に必要な資金を給付(上限12.5万円/月)

○給付対象者10人に対し、一人あたり1,375千円ずつ

資金を給付

計画通り

○

39,505 32,067 32,103 32,103 -16,250 14,237 1-4,1 H27

現行どおり

・給付対象と

なる学生に対

し、事業紹介

チラシ等を用

いて制度の周

知を引き続き

実施

10-02-04

林業就労条件整備促進事業 林業就業者の就労条件改善

補

助

金

○林業事業体の就労条件改善と林業就業者定着のた

め、退職金共済掛金や蜂アレルギー・振動病等の検

査・健診経費の一部を助成

○退職金共済掛金(49団体649人）蜂アレルギー検査等

（21団体31人）振動病等の検査（50団体662人）への

助成

計画通り

○

14,521 14,069 13,850 13,850 13,850 1-4,1 10-02-06

林業労働災害防止対策事業 林業労働災害の防止対策

補

助

金

○林業労働災害を防止するための巡回指導(22回)、労

働安全衛生対策セミナー等(5回)を開催

○林業労働災害を防止するための巡回指導(19回)、労

働安全衛生対策セミナー等(7回)を開催

計画通り

○

760 759 736 736 736 1-4,1 10-02-07

林業士等養成事業 林業士の養成

直

接

○林業士を養成するため、森林・林業セミナー・林業

士入門講座を開催(46日間・30人)

○森林・林業セミナーの開催（46日間・15人）

○林業士入門講座の開催、林業士の養成（6人）

計画通り

○

580 542 520 520 520 1-4,1 10-02-13

信州フォレストコンダクター活動

支援事業

信州フォレストコンダクター(Ｓ

ＦＣ)の活動支援

直

接

○ＳＦＣが地域の関係者に対して県と連携して行う研

修会等の地域活動を支援(10地域)

○ＳＦＣが情報交換する連携会議の開催(1回)

○研修会等の地域活動を支援(10地域)

○連携会議の開催(1回)

計画通り

○

4,581 1,158 1,234 1,181 713 2-3-7 1-4,1 1,181 10-02-18

林業改善資金貸付金 林業経営改善に必要な資金貸付

貸

付

金

○林業生産力の増大・林業就業者の福祉向上のため、

林業用施設・機械の導入に必要な資金を林業事業体等

に貸し付ける

○年間で3件、42,650千円の貸付を実施

計画通り

○

140,000 220,000 80,000 80,000 -37,300 42,650 1-4,1 10-02-27

林業就業促進資金貸付金 林業就業に必要な資金貸付

貸

付

金

○林業就業者確保のため、(一財)長野県林業労働財団

を通じて林業就業に必要な資金を貸し付ける

○(一財)長野県林業労働財団において、年間4件、

2,400千円の貸付を実施（県から財団への貸付は、財

源に不足が生じなかったためなし）

計画通り

○

13,335 3,000 3,000 3,000 0 1-4,1 10-02-28

森林組合経営改善支援事業 森林組合の経営改善支援

補

助

金

○森林組合の健全かつ自立的な事業運営を促進するた

め、各組合の課題に応じた専門家を派遣し経営改善等

について診断・指導する(5組合)

○森林組合の健全かつ自立的な事業運営を促進するた

め、各組合の課題に応じた専門家を派遣し経営改善等

について診断・指導した(5組合実施)

計画通り

○

― ― 1,748 1,748 1,748 1-4,1

10-02-30

H28.9月

補正

　

　

　

　

　

221,150 278,549 141,004 140,951 -53,550 82,202 1,181合　　　　計合　　　　計合　　　　計合　　　　計

29年度

実施

状況

部局 林務部 信州の木活用課課・室
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9

1

細事業

No

2

3

4

2

事業番号

事　業　名事　業　名事　業　名事　業　名

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善

細事業名 項目

実

施

方

法

29年度　実施内容（予定）

29年度

29年度　実施内容（実績）

林業就業者確保・育成及び林業事業体支援事業林業就業者確保・育成及び林業事業体支援事業林業就業者確保・育成及び林業事業体支援事業林業就業者確保・育成及び林業事業体支援事業

□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

備　考

(H28事業

番号)

当初

(千円)

当初

(千円)

要求

(千円)

予算

(千円)

実施

年度

主な点検

区分結果

当初

(千円)

補正

(千円)

決算

(千円)

番　号

施策の

総合的

展開


